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台湾における高等教育の
グローバル化 
 

1 



TWAEA 

高等教育のグローバル化による競争の
激化 
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大学運営モデルの変革 

各国の高等教育は隔てを取り
除き、大学教育の機能そのも
のに衝撃と変化を与える 

人材の流動 

人材の流動に国境なし。
講義や研究のために各国
は高等教育において優れ
た人材を意欲的にハンテ
ィング 

学生の流動 

国際学生数が急激に成長、
国際学生の割合は大学国
際化の重要な指標になっ
ている 

学術の流動と進歩 

教育思想、カリキュラム、教育內容、
教学方法等における交流と融合 
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今までの形を超えた国際競争と提携と
の成り行き 

更に緊密な国際連携の形になり、グロー
バルな高等教育市場が国際化や合理的な
競争という新しい局面に向かう 
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過去 現在 

• 交換留学、訪問留学 

• 海外実習、海外研修 

• 教員の海外研修、研究 

• 短期講座 

• シンポジウム 

• ダブルディグリー 

• ジョイントディグリー
（Joint Degree Program）－
カリキュラムの連携 

• ジョイント学院（Joint 
College）－共同経営モデル 

• 大学都市（Education City）
－海外大学の分校を誘致 
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台湾における高等教育の現状 2 
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台湾における大学数 
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国公立 

大学 高専 
放送
大学 

軍警
大学 

計 

34 15 2 7 58 

私立 

大学 高専 宗教研修学院 計 

37 59 3 99 

總計 157 

リソース：教育部，104学年度大学総覧 
http://ulist.moe.gov.tw/ 

2015年10月15日時点 
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台湾における高等教育の情勢 
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• 学術研究を重んじて
専門知識と技能の教
学を軽んじる 

• 学歴主義、進学至上
の価値観 

• 産業転換、大卒生の
就職が深刻化 

• 産業と教育のギャッ
プが大きく、企業の
求める人材像に合致
しない 

• 高等教育人材は産業
の発展に対応できず 

• 国際化の視野が欠如 
• 学習に受動的 
• 「教えこまれ過ぎて
いる」，批判、独立
思想力欠如 

• 高等教育の過度な拡
張、関連対策が欠如 

• 高等教育の位置づけ
が曖昧，一般大学と
高専の違いがはっき
りしない 

• 市場主導、財政緊迫、
大学規制緩和、補助
金の縮減 

伝統思想 

 教育政策 

学生要因 

産業変革 
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台湾における高等教育はすでに「エリー
ト」から「ユニバーサル」の段階へ突入 

高等教育が求める創造、リード、持続的
な発展をどう導くかが緊急な課題である 

エリート教育 

ユニバーサル教育 

「エリート」から「ユニバーサル」へ 
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国際競争と提携が高等教育の転換を 

引き起こす 
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特色に欠けた発展 少子化の衝撃 実用性の低下 

大学財務への影響 特色づくりと個性的位置づけが困難 実業界とのギャップ 

国内の挑戦 

国際競争と提携 

高等教育構造の再編 専門性と大学の特色化をアピール 



TWAEA 

挑戦その一：少子化の衝撃 

少子化により台湾の大学では一年新入生の数が2016年度
から急激に減少し，大学は入学者数不足の危機に臨む 

11 参考文献：教育部統計処，＜大学一年生人数予測報告書＞ 

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 
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挑戦その二：特色に欠けた発展 
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「学術研究を重 
んじて、専門知識
と技能の教育を軽
視する」風潮 

高等教育の普及
により大学の同
質性化 

特色のない大学
→ 卒業生は就職
できない 

大学評価指標
は大学の発展
と特色づくり
を制限する 

経営理念、
教育目標が
形骸化 

政府の大学に対
する管理と規制
による制限 
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挑戦その三：実用性の低下 

台湾は産業構造の変化に
従って，就労市場も変わ
っていますが，変化に応
じて人材の育成の方針を
調整できず、人材需給の
バランスが崩れている 

学科の増減は入学者数次
第で年々変わり、需要に
応じる人材供給は困難 

卒業証書価値の低下，学
歴は就職の保証でなくな
り、就職の需要と供給と
のバランスが取れない 
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大学 業界 

http://www.google.com.tw/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCL2l1Z2IiMgCFceTlAodwAQAZg&url=http://customerthink.com/mind_the_gap_what_s_missing_during_the_customer_s_journey/&psig=AFQjCNE9oMyDCF_ShRSMHYbR3QhzJjg1AQ&ust=1442922710000690
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高等教育の転換と質保証 3 
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高等教育質保証の過去と未来 

国際競争と提携、少子化による高等教育構
造の変化に従って、大学評価も変わるべき 
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過去 未來 

• IPOを導入 
• 統一した評価の基準
は各大学の特性を十
分に見極められない 

• 大学間も学科間も互
いに比較して、成績
の順位を重視する 

• PDCAを基本精神に 

• 多元的な評価指標に
より大学の位置づけ、
進歩、特色化を誘導 

• 大学の自己点検、自
己改善と自己成長 
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IPO 

vs. 

PDCA 

全面導入 

vs. 

特色選択 

ノルマ達成 

vs. 

卓越した実績 

機関間の横断

比較vs.自己

評価と成長 

質保証の構想の転換 
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質保証システムの転換 
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大学の優劣を把握し、改善の方
向性を提示、既存の目標も確認 

実態評価 Context evaluation 

大学への自分のニーズ等を前提に
した対策、計画の立案を支援する 

インプット評価 Input evaluation 

実施中の計画への一連の監査を
行い、途中経過を管理層に報告 

過程評価 Process evaluation 

戦略、対策プログラムなどの実
施成果を試験、解釈、判断する 

結果評価 Product evaluation 

方針と目標を確立し、活動計画
を定める 

計画 Plan 

実施 Do 

実地実施し、計画の内容を実現 

監査 Check 

実施した計画の結果を取りまとめ
、効果をチェックし問題を発見 

行動 Act 

発見した問題を解決し、未解決
の問題を次のＰＤＣＡリサイク
ルによって解決する 

出典：CIPP評価モデルはDaniel Stufflebeamを引用； 
   PDCA質向上リサイクルは米Edwards Demingから引用 

http://zh.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%BE%B7%E8%8F%AF%E8%8C%B2%C2%B7%E6%88%B4%E6%98%8E
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高等教育における評価の転換の目的 

創造的に開拓 

積極的に転換 

消極的に淘汰 

• 新しい市場を開拓し、唯

一無二の価値をつくり、

過激な競争での悪戦苦闘

を避ける 

• 大学の転換、変革の要素

を模索し、多元的な発展

へと目指す 

• 廃校が避けられない場合

は、評価を通して大学側

にどのような形で退場す

べきかを考えさせる 

18 
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• 統一した評価の基準や評価した結果だけで大学の優劣を判定しない 

• 大学の自己点検システムをチェックし、発展計画の合理性や可能性

を検討して、大学の定めた策略とやり方が目標を達成できるかを点

検し、そして持続的に改善の成果を調べる 

大学の目標を十分に考え、実施戦略も、
アクションプランも 

• Benz級の学生を養成することを目標とするなら、Benz級の資源を投

入しなければならない 

• 資源投入不足でBenz級の学生が作れない場合は、目標を調整する必

要がある 

車でもBenz、Marchなどは各自の特長がある 

• 評価事業に相談機能を導入することにより、大学の競争力の向上と

特色化の形成に繫がる 

相談機能の導入 

大学の特色化を助ける質保証 
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大学の目標を尊重し 
自らが改善できるような仕組みづくりを重点に推進

させていく 

大学の特色化を促進する 
大学経営能力の持続的な向上を目指し、教育の質の

向上を果たし 

大学の持続的な自己成長を助ける 
外部環境に狭まれ受動的に変わるのではなく、目標
を追い求めるより、他大学の目標になってほしい 

モデルに従うより、他大学のモデルになってほしい 
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大学の自己改善を助ける質保証 
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今後の発展と挑戦 4 
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未来における高等教育の情勢 

行政の高等教育機関に対する公的投資（
経済支援）は緊縮し続ける 

少子化の危機にさらされ、「供給」は「
需要」を遥かに上回り、高等教育の入試
と定員問題は今までにない窮地に 

高等教育機関には独自の特色を創造し競
争力をあげることにより、優位に立ち存
在価値を生み出すべき 
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危機であり、転機でもある 

「国際競争と提携」、「少子化」の衝撃
は台湾の高等教育機関の再構成、再編と
なる危機でもあり、転機でもある： 

 高等教育の見直しを行い、大学の新しいチャ
ンスを見出す 

 新陳代謝により、大学の教育の質の向上を促
進する 

 大学の体質を調整し、特色化を図り、競争に
勝ち抜き、国際進出を遂げる 

23 
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教育部の今後の高等教育政策 
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出典：教育部，＜中華民國高等教育紹介＞ 
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高等教育の品保障システムの対策と展望 

大学における自己評価制度の確立

を誘導，自己改善により健全な質

保証システムを 

大学評価指標の見直し，大学の特

色ある発展を促進 

大学評価の結果を政府の賞罰制

度と連動しないようにする 

25 
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結びに 5 
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結びに 
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• 高等教育の持続的発展のエネルギー 

• 高等教育の質向上を助けるアクター 

• 知識経済時代における国際競争力のある

優れた人材の育成につながる 

評価の積極

的な意味 

• 大学内部の自己管理システムの調節機能

を強化 

• 行政による大学への介入を最小化する 

自我評価 

制度の確立 

•特色を生み出す 

•卓越へと向かう 

未来への 

展望 
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